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本 稿 は,小 樽 商大 『人 文研究』 にかつ て載せ た2つ の項 目が もとにな り,
それ を合体 ・加筆 ・訂正 した ものであ る。ふ っ う,ネ フスキー とされ るが,
ここで はニ ェフス キー と表現 してみた。
ロシアで
ソ連 あるいはロシアの著名な東洋学者 となったニカラーイ ・アレクサンド
ロヴィチ ・ニェフスキー(1892-1937)は,1892年に,ヤ ロスラーヴリ県ヤ
ロスラヴリ市に生まれた。彼の父は,県 内のポシェホニエ郡にある地方裁判
所の予審判事であった。ニェフスキーが生 まれて一年 もたたない うちに,す
ぐ母に死 なれ,父 は後妻 を迎え,二人の女児をもうけた。だがまた父にも死
なれ,一 家は四散 した。ニェフスキーは,母方の祖父 ・サスニンのもとに引
き取 られ,祖 父母の住むルイビンスクで成長 した。祖父は聖職者であって,
教会の構内で生活 した。だが祖父母にも死なれ,今 度は叔母 に育て られた。
彼はそれまで学校 に入ったことはなかったが,1900年にル イビンスクの中学
校に入 り,1909年にそこを優等で卒業 し,銀メダルを貰った。彼はその間,
タタール語やアラビア語を学んだ。 この間,第 一次ロシア革命 と日露戦争が
起 きた。ニェフスキーは,東 洋語学を学びたかったが,育 てて くれた叔母の
希望で,サ ンク ト・ペテルブルグ工芸専門学校へ入 った。だが一年学んで,
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そこを辞めて,1910年にペテルブルグ大学の東洋語学校へ入った。そこで中
国語 ・日本語 を選んだ。
学友にはコンラッドがいた。そのニカラーイ・イオシフォヴィチ・コンラッ
ド(1891-1970)は,ソ連の東洋学者 になる人である。彼 はリガに生 まれ,
1912年にペテルブルグ大学を卒業 した。中国,日 本,朝 鮮の言語 ・文学 ・歴
史 を専攻 した。その後,キ エフ,レニングラー ド,モスクワの各大学で教え,
1926年に教授 となった。1959年にアカデミー会員 となった。ソ連における日
本学の創始者である。
そしてニェフスキーは,ア レクセーエフ(1929年からアカデミー会員)や
イワノブに教わった。 日本語はクロノ・ヨシブミらに教わった。1913年に,
2カ月,日 本にきて学 んだ。主に東京で日本文学 を研究 した。1914年に,李
白の詩についての卒業論文 を出 し,その標題は 「李白の詩一五篇について逐
語訳 と意訳を行ない,そ こに見 られる自然描写の絵画性を指摘し,さ らにそ
の数種の外国語訳 に徹底的検討を加 える試み」であった。
大学では日本語 の正教授 を養成する必要があったので,ニ ェフスキーは,
教授候補者 としてさらに勉学を続 けることになった。 しかし第一次大戦の勃
発(1914年)で,大学の予算が削られ,彼 は無給 になった。そこでエル ミター
ジュ博物館に勤めた(1)。
東京時代
ニ ェフスキー は,1915(大正4)年 に日本 に留 学 した。 「教授 資格 取得」の
ためだ った(2)。2年間 一 娘 ネ リは,3年 問 と言 う 一 の 日本留学期 間 に,「国
漢文 学 な らび に日本民俗 学の研究」を した(3)。ち ょう ど第1次 大戦 の まっ最中
であ った。彼 の民俗 研究 がひ いでたの は,す ぼ らしい友人 ・先生 についた こ
とで もある。ニ ェフス キー は,柳 田国男(4),折口信夫(5),中山太郎(6)らと親交
を結 んだ。柳 田(1875-1962)は,民俗 学者 であ る。彼 は兵 庫県 に うまれ,
東大 法科 を卒業 した。青 年時代 に は詩 人だ った。役人 にな り,1919(大正8)
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年に退官 した。雑誌 『郷土研究』,『民族』などを主宰 した。折ロは,同 じく
民俗学者で,歌 人であ り,釈遣空の名で有名である。大阪出身で,は じめ万
葉学者だった。柳田の影響で古代 を民俗学的に研究 した。
ニェフスキーの研究 は,神道であった。予定の留学期間が終るとき,1917(大
正6)年 にロシア革命が起 こり,ロ シアか らの留学資金の送金が停止 した。
彼 は初め東大 にいたが,生 活のために商社で働 きもした。ロシア人ヴァシー
リイ・メーロヴィチが経営す る東京の明露壱商会(7),あるいは 「メーロウイッ
チ」商会であった(8)。ニェフスキーは,この機械商メーロヴィチの書記,外交
員 として働いた(9)。大正6年 に彼は,東京市本郷区駒込林町25番地にいた。
ニェフスキーは身体を壊 して病気になった。
彼 は,大正7(1918)年には,「農業に関する血液の土俗」「遠路のまこな
い人形」「相模の獅子舞の歌」「あつないの罪」などを,『土俗 と伝説』に発表
した。
この大 正7年 に,ニ ェフス キーが前 山光 子 との 問 に女 児 ・若 子 を も うけ
た(10)とい う説 が ある。ただ し桧 山に よれ ば,大正8(1919)年ころだ と言 う(11)。
その前山光子 は,1897(明治30)年1月8日 に,沼 津 に生 まれ,育 ち,東 京
日本橋 に出て きた。 その父が 日本橋 で下駄 の花 緒の卸屋 だ ったか らで ある。
父 は前山嶺吉 といい,母 はよね,旧 姓 ・木村 で,息 子4人 と娘2人 を生 んだ。
彼女 ・光子 は,ニ ェフスキー の住 み込み家事係 に応募 した。 その時 同 じ く,
とき,は つ(12),がいた。 コ ンラー ドもそ こに暮 らしていた。光子 は,ニ ェフ
スキーの単語 ノー トを作 った りした。中 山や金 田一京助が そ こにきていた。
1917(大正6)年 に,光 子 とニ ェ フス キー は恋仲 になった。ニ ェフスキー は
結婚 を申し込 んだ。だ が,彼 女 の母 は,光子が ロ シア に住 むの は駄 目だ と言 っ
た。 そ こで,籍 に は入 らず,式 だけ をあ げた。 その式 に は,中 山,折 口信夫,
森律 子(13)らが参加 した。大正8年(1919年)だ った。ニ ェフス キーは,さ し
みが好 きだ った。若子が1919(大正8)年10月21日 に生 まれたが,ニ ェフ
スキーの勉強 のた めに,若 子 を里子 に出 した。その先 は親 戚 であった らしい。
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光子 は,ロ シア語 と琴 を習った。 日光や那須の温泉に三人で行った こともあ
る。ニェフスキーは怒ったことがなかった。ただし一度例外があって,彼 に
無断で雑誌記者 をニェフスキーの部屋へ入れた時だけだった。
小樽時代
彼 は,1919(大正8)年5月31日 付 けで,運 よく小樽高等商業学校のロシ
ア語教師になることができた。27才だった。 ロシア語担当の教師 ・田中乙(14)
が 同年4月27日 に亡 くなったか らである。亡 くなってか ら一 カ月後の採用
であり,きわめて迅速である。小樽高商はで きてから8年 たっていた。彼 は
小樽高商の渡辺龍聖校長 の招 きにふたつ返事で応 じ,5月31日 から勤務 し
た。 これには東京外語学校のロシア語教師 ドゥシャン ・トドロヴィチの尽力
があった(15)。ただし当時の学生 ・金吉 によると,ロ シア語の授業は数カ月な
かったと言う(16)。
小樽 はまだ小樽区であった。小樽高商では,ニェフスキーは,月俸250円,
ほかに臨時手当100円で契約 した。週に10時間ていど(後述のように7時 間
という説 もある)ロシア語 を教えた。ニェフスキーは,光 子,若 子 を伴わず,
単身小樽へ赴いた,と 言われるが,加 藤氏は,小樽で三人で暮 らした,と 最
近語った。しかし,し ぼらくして光子 ・若子の二人 は帰った,と 。だが若子
は,こ の夏に生 まれているので,3人 で来た ということはあ りえない。光子
だけではないか。3人 だ とすれば,ニ ェフスキーが小樽に来てか ら後,来 た
としかならない。 またその別れた原因は分か らない。光子はその後,新 宿で
喫茶店 を開いた。大正13(1924)年に斉藤 薫 と結婚 した。斉藤 は,若子 を
里子から引き取った。斉藤 は新宿区の区会議長をや り,後に金融機関の頭取
をしたらしい。若子 は,長 じて東洋英和女学校に入 った。ニェフスキーは後
に,帝国ホテルで若子 と会った。彼女が11才の時だった。だが,父 と名乗 ら
ずにであった。若子 は美人だった。若子 は,母 の喫茶店を手伝っている時,
美貌 の彼女 を目当てに学生や軍人 らが押 し寄せた(17)。真崎甚三郎大将 一
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二 ・二六事件で有名 一 の息子 ・秀樹が彼女 に惚れ込み,婚 約 した。だが彼
女 は,20才で肺結核で亡 くなった。あるいは昭和13(1938)年,脳膜炎で東
京で死んだ。彼女は,母 に 「私の父 は外国の方でしょ」と聞いたことがある。
光子は,ニ ェフスキーとの生活は生涯で一番楽 しかったと言った。ニェフス
キーはよほど魅力的な人だった らしい。光子は1994(平成6)年 に亡 くなっ
た。
中山太郎は書いているそうだ。「ネ氏には一人の忘れ形見があつた。わか子
といふ美 しい,そ して聡明の麗人であった。私の宅へ も見へ聖心女学院 とや
らへ通っているとの事であった……」。 ここでは違 う学校名があげられてい
る。東洋英和が正しい(18)。
当時ニェフスキーは,日 本語を日本人同様に流暢に話 し,古典に通 じ,数
力国語 をマスターしていた,語 学の天才であった。小樽高商ではこの年,週
七時間の授業であった。10時間という説 もある。二年生の初級 クラスは,8
人で,授業中は日本語を全 く使わず,説明は英語であった。教授法はベル リッ
ツ法で,実物 を使って教 えた。学生が日本語でノー トをとることも認めなかっ
た。彼 は,「日本人の教授たちは,み んな明るい好人物ぞろい」と,書いてい
る。彼 は現代 日本文学にも関心があった。彼は1919(大正8)年 暮れに上京
し,オシラ様の研究を柳田に勧められ,翌年す ぐ,それを開始 した。1920(大
正9)年 の夏休みには,そ のため,東北調査旅行 をした。彼 は,柳 田の 『遠
野物語』(19)に注目して,遠 野(と おの)に 旅行 したこともあった。
柳田は,初め1909(明治42)年に遠野 に来ていた。次にその後,大正9(1920)
年8月13日 にやってきた。『遠野物語』の語 り部 は,佐々木喜善(ペ ンネー
ム鏡石)であるが,佐 々木が8月31日 に帰宅すると,ニ ェフスキーが遠野に
来ていた。9月1日,ニ ェフスキーは佐々木 を訪問 し,3日間滞在 した。佐々
木は日記 に 「逢 う早々 学問話に耽る」 と書 き,互いに日本民俗研究につい
て意気投 じた。ニェフスキーはこの ころオシラサマの研 究 に関心 を示 し
た(20)。オシラサマ=オ シラ神は,東北地方一帯の家々で祭 られている神であ
る。たた り神的で,「知 らす」という意味か ら来たとされる。 これには祭 りの
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日がある。佐々木によると,祖先がまだ狩猟生活のころ,この神が吉凶善悪,
仕事の適所方角を知 らせた,と される。
小樽時代のニェフスキーの関心は,東北のオシラ信仰以外 には,ア イヌ語
と宮古島方言であり,ア イヌ語 は金田一京助に教わった。金 田一(1882-
1971)は,盛岡出身で,東 大 を卒業 した。言語学者,国 語学者であり,アイ
ヌ語を研究した。主著に 『アイヌ叙事詩ユーカラの研究』がある。彼は石川
啄木 とも親交があった。
ニェフスキーは高商 の休暇中は,日本中を隅な く旅して,各 地に住む人々
の言語,宗 教,慣 習 を研究 した。口承文芸 を採集するために,ど んな僻地に
も足を延ばした(21)。
彼は家では和服 を着,角 帯 をし,足袋 を履いていた。時折 は妙見町界隈の
花柳街にも姿を見せ るという噂であった。緑二丁 目28に住んだ。
彼は初め,日 本の古文調で会話をしていた。だが,大 正9(1920)年,学
生・越崎宗一(22)がニェフスキー先生のロシア語を選択している時には,日 本
人 と変わらぬ流暢な日本語 を話し,自由に漢字を書いた。彼は語学の天才で,
数力国語 を自由に話 した。越崎宗一 と同級の悪戯(いたず ら)好きの学生が,
先生の教室へ入って来 る前 に,黒 板 に 「寝婦好」 と書 いておいた。先生 は
入って くるなり,黒板掃 きで,一 語 も発せず,消 して,ニ コニコと授業 を初
めた(23)。「寝婦好」 というのは彼のあだ名だ と言 う人がいるが,そ うだ とす
れば,こ こか ら出たのだった。
彼は休暇のたびに上京 している。研究活動の必要で もあったが,光 子 と若
子に会いたいための東京行 きであったろう,と 言われる。越崎が 「初めに官
舎に訪ねた時には,顔 にアザのある年輩の女中がいたが,い つのまにか,こ
の老婦人 は居な くなって,代 りに,マ ンドリンをひ く,女中とも奥さん とも
つかぬ三十前後の女性が居 るようになった。」(24)これ は後出の萬谷 イソ(磯
子)さ んであろう。
ニェフスキーは,東北のオシラ様や,性 をシンボライズした石像の写真を,
度々学生に見せた。越崎 は当時,「変な先生だなあ」くらいにしか思わなかっ
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小樽高商の学生による外国語劇が,こ の学校では催 されでいた。1920(大
正9)年 の外語劇には,ロ シア語劇 「吝沓なる武士」の演出にあたったニェ
フスキー先生の熱の入れようは,大 したものであった(25)。彼がプーシキンの
この作品を選定した。越崎が 「その主人公 をや らされた。平素は女人禁制の
校舎 も,外語劇 の日だけは,学生の姉妹家族や下宿の娘にまで入場券が配 ら
れ,学 生 も張 り切って演じた」。「爪に火 をともすようにして金 を貯 めた老武
士が,独 り寂 しくベ ッドで臨終の息を引取 る幕切れで,今 はの際 にも金庫の
鍵が気にかか り「鍵!」 「鍵!」 と二言叫んで息が絶えるのだが,ロ シア語で
は鍵の ことをクルウチユと云 うので,私 が最後 に 「クルウチユ!ク ルウチ
ユ!」 とベ ッドの上で虚空を掴んで叫び,倒 れるとチンプンカンプンのロシ
ア語の中に日本語 らしい 「苦 しい!苦 しい!」 と聞こえたのであろう。観
客が ドッと吹 き出して,悲 劇が喜劇 になってしまった」。
「先生 は,授業では実 に厳 しく,宿題な どもた くさん課せ られ,いっ も尻を
たたかれた。忘れ難い外人先生だった。」(26)
小樽で研究の助手 として,ニェフスキーは,同僚の ドイツ人教師を介 して,
萬谷イソ(磯)を 採用 した。まんたに,あ るいは,よ ろずや,と 云 う。よろ
ずや,で あろう。小樽時代の後半 らしい。そうすると,その教師 とは,フ ラ
ンクかデーゲンではないか。フランクはドイツ人であり,デーゲ ンはスイス
人ではあるが。彼女は1901(明治34)年6月10日に,積 丹(シ ャコタン)
郡入胴(い るか,あ るいは,い りか)村(27)に生 まれた。網元の長女だった。
イソの父は,萬 谷幸八郎で,イ ソには妹がいた。兄は長万部の名町長 となっ
た。萬谷家はその後衰退 した。彼女は高等小学校 を優等で卒業 し,勤 めてか
ら,小樽に出て,外 人教師のお手伝いをし,勉強していた。彼女は筑前琵琶
をひいた。ニェフスキーの家にいた女中が警察に供述 させ られたことがあ り,
警察 にはその調書があると言 う。その一つには,イ ソが看護婦だった とされ
るが,間 違いだろう。ニェフスキーはイソと1921(大正10)年7月ごろ深い
仲になった と,加藤は推測する(28)。
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娘ネリは書 く。「こうして集めた資料 を整理する助手が必要となった。父の
助手にと,ヨ ロズヤ ・イソ(万谷磯)と いう娘が紹介 されてきた。イソは19
才,父 は29才だった。イソは父に言いつかった仕事をなんなくこなし,貴重
な助言 さえした。ふた りは協力 し合ってどん どん仕事 を進めていった。次第
に親密にな り,深く理解 し合い,愛し合って,結婚 した。」(29)墓目は,彼が1921
年に結婚 したし(30),これは正式 に神戸にあったソ連総領事館に登録 されてい
る,と書 く。
1921年に高商の校長が初代渡辺龍聖か ら第2代 伴房次郎に代わった(30a)。
ある時,校 長 は,ニ ェフスキーに対 し,婦人関係のことで信用 を失したとさ
れる(31)。そうすると,その校長は渡辺であろう。それが何についてなのかは
分か らない。ニ ェフスキーが小樽の花柳界へお忍びで出かけるとい う噂が
あった。 しかし当時の常識か らみて,渡 辺がそれを非難 したわけではないだ
ろう。緑町の官舎に,初 め年 とった女中がいた。その後,「マン ドリンをひ く
女中 とも奥 さんともっかぬ三十前位 の女性」がいるようになった,と すでに
書いたが,こ の人がイソか どうかは分からない。渡辺がニェフスキーへの信
用を失ったのは,ニ ェフスキーがイソと同棲状態にあったか らではないか。
あるいは初め前山光子 と娘が小樽 にいて,そ の後2人 が東京に戻って,そ の
間イソと同棲 し始めたとすれぼ,そ れ も仕方がない。
募目は,椎名幾三郎(高商教師)の談話を紹介する。ニェフスキーは 「仲々
優秀 な先生であった。掛軸のむつかしい字 はす らす らと読 むし,或 る時 上
京する同じ汽車の中で 何処に宿 をとるか と聞いたので 品川の望水楼だ
といった ら,そ の宿は海 の側でな く山にあるのだろう,それなら望水楼でな
く望翠楼だなど,非常に日本語に通 じた青年であった。ネフスキーを日本語
で寝婦好などといっていたっけ。」
ニェフスキーは,1922年2月にはアイヌ人か らユーカラを聞いて筆記 し,
研究を始めた。
ニェフスキーは高商 に三年間勤 めた。第二外国語 としてのロシア語を二年
生 と三年生 に教えた。小林多喜二 は(31a),1921(大正10)年3月に高商に入学
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した。そして彼が第一学年を終 る時,1922(大正11)年3月31日,ニ ェフ
スキーは退職 して,創 立 したばかりの大阪外国語学校へ転勤 した。多喜二は
一年生だったか ら,授業ではニェフスキーには教わ らなかった。彼 と多喜二
とが高商で重なったのは,た った一年間である。また もしニェフスキーが高
商 にいた としても,多喜二が二年になってフランス語を選択するので,彼 に
教わることもなかったであろう。 こうしてニェフスキーと多喜二は授業では
結びつかない。ただ し廊下で会った時は会釈 しあったであろう。少 しは会話
をしたか もしれない。しか し今の ところまだ,交流の記録 は残されていない。
ニェフスキー と多喜二 との関係で,考 えられる点は二つある。当時小樽高
商では先生 と学生は仲が よく,兄弟のようにつき合 っていた。先生の家 まで
押 し掛 ける学生が多かった。こういう中では,い ま想像できる以上の付 き合
いが二人 の間であったかもしれないのである。加 えて多喜二がロシア文学に
興味 を持 っていたし,ニ ェフスキーが日本文学に興味をもっていたので,そ
れを話題 にして多喜二がニェフスキー先生 と会話 をしたのではないか,と い
う楽 しい想像 もできる(32)。
ニ ェフスキーが小樽を去 ると同時に,伊 藤整が高商に入学 した。ニェフス
キーの後任は,C・N・ ス ミルニツキーであった。
大阪へ
こうして小樽の後,ニ ェフスキーは,1922(大正11)年に専任 として大阪
外語学校の講師 とな り,また京都大学文学部でロシア語を教 え,またアイヌ
語の講義 もした。大阪では転居 をくりかえした。職場である大阪外語学校は,
現,大 阪市天王寺区の上本町八丁目にあった。ニェフスキーが大阪へ行った
のは,関 心の移行が原因だろう。東北のオシラ信仰,ア イヌのユーカラの研
究から,宮古島方言,西 夏語研究にテーマが移っていった。
西夏語 は,11世紀か ら13世紀にかけて中国内陸部で栄えた仏教王国西夏
の言語である。中国の宋時代 に中国の西にあるタングー ト族(チ ベ ット系)
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の国が,西 夏である。甘粛に定住 していた。漢民族の国家ではない。この民
族 は元来,遊 牧や狩猟 を主として,騎馬 と戦闘を得意 とした。初代皇帝李元
昊(生 没不詳)は,い くつかある部族 の中でも最強の一族,拓 践の首領であ
る。契丹,吐 蕃,回 鵤,漢 などの民族 を征服 し,黄河中流域 を中心に国を建
てた。宋 と交戦 し,た びたび勝利 した。彼 らは支配下においた他民族の文化
の長所を学んだ。特に漢文化 を吸収 した。宋 と接 して儒教文化にな りながら,
仏教 を基調 とする独自の民族文化 を作ろうとした。征服 した多 くの民族が仏
教 を信仰 していたか らである。李 は景宗(在 位1032-1048)と称 し,彼 の
世に西夏文字 を制定 した。西夏文字 は,6千 余 あり,表意文字が主体で,碑
文のほか,仏典,学書などが多 く発見された。西夏 はしか し1227年にチンギ
スカンによってほろぼされた(33)。
ニェフスキーは,宮 古島には,大 阪へ行ったす ぐの夏から実地調査をして
いる。古老からの聞 き取 り調査にも取 り組んだ。その後,台 湾のツォウ(曹)
族の言語などを,台湾山中にまでも行って実地調査 し,日本語 とロシア語で
論文 を発表 した。貴重な資料があると聞けぼ,北 京 まで出かけた。当時の日
本の研究者の常識 を大 きく越 える行動範囲であった。(34)「ニェフスキーの行
動力 と支えたのは,つ ねに新 しい成果を追い求める研究者 としての真しな姿
勢だった。」㈹
ニェフスキーは大阪へ行 くとす ぐ手紙 を,実 家 に戻 っていたイ ソへ よこ
し,イ ソは大阪へ行 くのであった。正式結婚 は1929年であった(加藤)(36)。
日本滞在中はどこでもニェフスキーは刑事 につきまとわれていた。彼がロシ
ア人だか らである。
ニェフスキーが大阪へいってか らのことである。ある時,彼 は上京するか
らと,同居のイソに告げ,千 円を金庫から出そうとしたら,意外 にもなかっ
たので,二人で口論 した という,大阪知事の手紙がある(大正14年11月)(37)。
彼が東京市本郷区駒込東片町六六番地にいる前山光子 に送金 したのか,イ ソ
がわざとか くしたのか,わ からない,と 。小樽時代 も大阪時代 も,ニ ェフス
キーは 研究会その他の用向きで上京 している。ニェフスキーには,イ ソ,
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光子以外 にも,二木静(東京時代),アイヌ女性,鍋 沢ユキ(大阪時代)が い
て,警 察 は情的関係があると見ているが,実 際は分からない。
ニェフスキーは,妻 イソの里である北海道 とのきずなを大切 にしていた。
大阪へ移 ったあとも,家事手伝いやアイヌ語,アイヌ文学研究の助手 として,
妻の妹 ミサたちやアイヌ民族の女性を呼び寄せていた。ミサは,「障子越 しに
ネ フスキー と話 をする と ロシア人 とはまった く思 えないほど日本語が流
ち ょうだった。」 と話 した。(38)
夫妻は1928(昭和3)年5月3日,娘 エレーナ(愛称ネ リ)をもうけた。
ニェフスキーの母 と同 じ名前である。その日,ニ ェフスキーは友人 にあてて
「今朝7時 に娘が生まれました」と書いている。エレーナは4才 まで日本で暮
らした。短縮名はエ リである。彼女が覚 えているのは,ニ ェフスキーが庭で
日本式のお風 呂につかっている光景である。庭に石灯篭があり,池 に赤い魚
が泳いでいた。ある時,地 震があった。(39)
ニェフスキーは,大 阪では石浜純太郎 とともに西夏(タ ングー ト)学の研
究を始めた。
ニェフスキーは,大 阪外語では1929(昭和4)年8月 まで勤務 した。彼は
1927年に,帰国の決心 をした。その理由は,ソ連に保管されている膨大な西
夏語の資料研究のためだった,と加藤 は見る(40)。西夏語=タ ングー ト語は12
世紀にはすでに使われな くなっていた。そして日本にはその資料がほとんど
なかった。ロシア=ソ連の探検隊が,中国で資料 を発掘 し,持ち帰った。ニェ
フスキーはその頃,西夏文字の解読 を試みていた。その関係の資料は大部分,
ペテルブルグ(当 時 はレニ ングラー ドという)に あった。彼はその仕事に熱
中し,そ れを続けたがっていた。そしてロシアには,母 代わ りになって育て
て くれた叔母が残っていた。何年も前からロシアに帰 ろうとしていたが,ロ
シア入国ビザがおりなかったのである。それが1929年になってやっと〈単身
帰国なら〉 と許可 された。彼 は胸 を痛めなが ら,妻 と娘を日本に残 し,出発
した。娘工V・一ナは1才4カ 月だった。1929年初秋にニェフスキーは単身帰'
国した。彼 は日本には14年滞在 した。「レニングラー ド大学教授 に任命 され1
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て」 とある。実際に敦賀か ら故国へ向かうのは9月7日 であり,主だった知
友に別れの挨拶をするため上京するのは8月 半ぼすぎである。東洋文庫(大
正13年11月設立)は,『東洋文庫論叢』を出し,そ こにネフスキーの研究を
入れる 「西夏学研究小史」(N・ネフスキー 『西夏文献学』第1巻,モ スクワ,
1960年所収)で,彼 はこう書いているそうだ。彼が作った西夏文字の一覧表
は 「印刷の準備がなされ,日 本から私が出発する前に,東 京の東洋文庫に手
渡 された。東洋文庫はそれを刊行することを私に約束 した。」しかしこれは刊
行 されなかった(41)。彼はその別離がほんの短期間であって,i無事職 につき,
アパー トを受 け取ったら,す ぐさま妻 と娘 を迎えに くるっ もりだった(42)。し
かしそれには4年 間かかった。
ソ連で
ニェフスキーは,レ ニングラー ド東洋学研究所で研究 し,レニングラー ド
大学の日本学科で教え,西 夏語の研究を続けた。
日本で4年 間,妻 と娘 はふた りきりで過 ごした。ロシアからの送金 は許可
されなかった。イソは就職がで きなかった。夫が 「赤い」国ロシアの市民だ
ということで,絶 えず警察 につ きまとわれていた。だか ら彼女は,ビ リヤー
ド屋 を開いたり,琵琶を弾きなが ら古謡を歌って,生 活費 を稼 いだ。一方,
ニェフスキーは母子 を呼ぼうと奔走 した。そして とうとう許可 をとりつけ
た(43)。
1933(昭和8)年8月 に妻 ・イソと娘 もソ連 に渡った。ちょうどこの頃,
日本 も反動の時代 に入っていた。 ドイツで ヒトラーが政権 をとった年でもあ
る。母子は,船 で行った。そしてレニングラー ドへ着いた。アパー トは,静
かなブロー ヒン通 りにあった。す ぐそぼにウラジ ミール公寺院があった。こ
の建物 には昔,東 洋学研究所があった。研究所が閉鎖された後,こ の建物が
先生方に払い下 げにされた。そのため,そ のアパー トにはた くさんの東洋学
者たちが住んでいた。3階の第5号 室 には,ニェフスキーのかつての教師で,
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中国学者,当時親密であったV・アレクセーエフが住んでいた。ニェフスキー
がひとりでレニングラー ドに戻った時,住 むところががなかった。するとア
レクセーエフは自分のアパー トの2室 を彼 にあてがって くれた(44)。そして
ニェフスキーはアレクセーエフを尊敬 した。一家水いらずの生活が続いた。
夫妻 は客好きだったか ら,休 日には必ず誰かやってきた。親戚や,彼 の友人
の 日本人や,東 洋学者たちだった。彼 はたいへん忙 しい日々を送っていた。
1カ月に一度決 まって親戚 を訪れた。イソは翌年1934年,教員 になった。彼
女は,琵 琶の名手で,料 理,裁 縫,編 物が上手だった。いつも編物をしてい
た。それ に絵 をかいた。ニェフスキーは,ルイビンスクにいる,育ててもらっ
たワーリャ叔母の生活を負担 した。彼女は1935年に85才で亡 くなった。
ソ連では1934年,レニ ングラー ド党書記・キーuフ の暗殺事件(45)以降,粛
清が始 まった。粛清は,スター リンの独 自の犯罪的・政治的計画である。キー
ロフ事件の後,ス ターリンはこれを,ジノヴィエフ,カーメネフに結び付 け,
裁判にかけて,1936年に銃殺にもって行 き,その後,粛 清 をソ連 中に広げて
行 くのだった。
ネフスカヤ(=娘)は 書 く。「こうい う穏やかな日々は そう長 く続 かな
かった。 ソビエ ト上空に もうすでに暗雲がたちこめていた。一斉家宅捜査
が始 まった。時たま私たちの家 の階段 に,え りをたて長いコー トに身を包ん
だ見知 らぬ男たちが 現れ るようになった。彼 らはふつ う,こ ちらに背を向
け,窓 の方を向いて 黙って立 っていた。この不動の暗い人影 は ぞっ とす
るような恐怖感を呼び覚 まし,住民たちは,彼 らに気づかれないよう すば
や く脇を通 り抜けようとした。彼 らが現れて後,こ の家の住人たちが,ひ と
り,ふた りと消えてゆき,二度 と再び姿をあらわすことがなかった。父は眉
をしかめて歩き回っていた。 日本人や東洋学者たちが 次々 と逮捕されてい
たのだ。父は毎 日職場から帰ると,今日は同僚の○○さんが職場 に現れなかっ
た,と 話 した。何の罪を犯 したわけでもないのに,自 分 もまた逮捕されるだ
ろうと 予測していた。アレクセーエフやアフロシーモフ家の人たち,そ し
て知人たちも それを予測 していた。」㈹
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多 くの人々が,ス パイ容疑で内務人民委員部に捕 まった。内務人民委員部
とは,要 するに警察である。 ソ連ではスパイがいるわけではなかった。
1937年春,日 本人の知人 ・森が逮捕された。ニェフスキー も逮捕を心配 し
た。ニェフスキーは,も し自分が逮捕されたな ら,妻 と娘はとうなるだろう
と,そ のことばか りを心配 していた。彼が捕 まる前,コ ンラッドは,そ のさ
いはエレーナを育てると言った。 コンラッドは,若 き日のニェフスキーの学
友であり,親友で もあった。ロシア語日本語辞典で有名である。
ニェフスキーは,小樽でも大阪で も日本警察の徹底的な監視 を受けていた。
そしてソ連に帰 った途端,彼 は今度 はソ連当局に疑われたのである。スター
リンは外国帰 りを嫌ったのである。
1937(昭和12)年10月4日夜,ニ ェフスキーは逮捕 された。彼 はアレクセ
エフ宅の一部 を借 りて住んでおり,まだ机について執筆中であった。彼は妻
のイソに,「何かのまちがいと思うか ら心配するな,二時間 くらいした ら帰っ
て くるか ら,机の ものは動かさないで くれ」と言った。玄関で見送ったのは,
イソ,エ レーナ,ア レクセエフ夫妻の四人であった。みんな別れのキスを交
わし,扉 の ところで振 り返 り,ア レクセエ フに 「さよな ら(プ ラシチャイ
チェ)」と言って,コ ー トー 枚 を着て出て行 った。だが,こ れが最後だった。
ニェフスキーは戻 ってこなかった。
四日後にイソが逮捕 された。その10月8日,今 度 は男たちがイソを迎え
に,つまり逮捕 しにやってきた。部屋へ背の低い軍人 と掃除夫が入ってきた。
イソはエレーナを抱き締め,真 っ青 になって立 っていた。彼女は娘のエレー
ナをあずけたいか ら,一階上に住むコンラー ド(著名な日本学者・中国学者)
教授 を呼んで欲 しいと,係官に頼んだ。係官はコンラー ドを呼ぶ必要はない,
娘は孤児院に入れる,と 答えた6イ ソはここで失神 して倒れた。軍人 はあわ
ててコンラー ドを呼びに,そ ばにいた庭番=掃 除夫を走 らせた。
罪状 は,ニ ェフスキーがレニ ングラー ドにおけるスパイの総元締であり,
イソもその手先 として,ソ 連在住 日本人の森 とフワン・イワンを引き込み,
日本人大使館の阿部 という女性に情報を伝えているというものであった。エ
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レーナによれば,ソ 連当局 の資料で,阿 部 よし(秋 田生 まれ)が スパイの元
締め とされた。しか し彼女にはスパイ活動の情報 はない。ニェフスキーにか
んする書類は,内 務人民委員部第三課第二班によって,逮捕前に作 られた。
ニェフスキーが自分の罪状 を知 らされたのは,11月22日,銃殺の二日前で
あった。連 日はげしい拷問が繰 り返 された らしく,ニェフスキーはその調書
に,く ね くね曲がった字で認 めるサインをしている。ニ ェフスキーは大阪で
特高からスパイになれ と言われたと,された。彼を,立 ったままの部屋にい
れ,殴 った,と 内務部の役人 は言った。ニェフスキーが 日本のスパイを努め
た ことはない。当時のソ連人は,誰 でも無実の罪でスパイにデッチあげられ
ていたのである。
イソの逮捕後,数 日して,日 本語学者ホロ ドヴィチがやってきて,ニ ェフ
スキーの原稿や蔵書を整理 した。ホロ ドヴィチは,か つてニェフスキー家に
しぼしぼ現れ,1934年にはヴォルガ下 りも一緒にした親 しい仲だった。エ
レーナは,カ ・ゲ・ヴェ(47)(当時の国家保安委員会)の 秘密書類 の中に,ホ ロ
ドヴィチが内務人民委員部第三課の秘密工作員であったことを,最近見た。
第三課 は,ニ ェフスキー夫妻をはじめ,処 刑された多 くの中国学者,日 本学
者を直接担当していた。
母イソは,調 書への署名 を拒否 した。断固として否認 を続 け,サ インもし
ていない(48)。エレーナはこれについて,「この強固さは民族的性格 と強い夫婦
愛に基づ くものであろう」 と書いている(49)。日本女性は強かった。
夫妻 は,無実の国家反逆罪を宣告され,同 年11月24日,夫妻 とも銃殺さ
れた。 レニングラー ドのカ ・ゲ ・べ本部で,計 七人が銃殺 された。そこか ら
ネヴァ河に大量の血が流れ込み,特 別の船でその血を散 らせた と,伝 えられ
る。エレーナはまだ9才 であった。
コンラー ドは1938年7月29日に逮捕され,8月13日の訊問で,ニェフス
キー夫妻が 日本のスパイであったこと,自 らもスパイとして日本人上田,鳴
海 と連絡を保った ことを拷問によって認めさせられたが,1939年1月4日の
訊問ではいっさい否認 した との書類も残っている。 この時代 は,悪名高き内
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務 人 民 委 員 エ ジ ョブ(ニ カ ラーイ ・イ ヴァノ ヴ ィチ ・エ ジ ョフ,1895-
1938)(50)の時代 であ る。 もち ろんスター リンはエ ジ ョブの仕事 はよ く知 って
いた。特 に1937年,38年には,粛 清 の猛威 が おそ った時期 であ る。ソ連 で は
密告 しな いで は生 き られ ない時代 だった。杉本 良吉 と岡田嘉子が樺太 か らソ
連 に越境 した の も,1938年で あった。
エ レー ナ は コンラ ッ ドに育 て られ た。 ニ ェフス キーの文書 は友 人 に分 け
た。 エ レー ナは,コ ンラ ッ ドの家 の女 中アニ ー シャに世話 をして もらった。
そのあ と,親 戚 の三 っ の家庭 を転々 とした。1940年か ら遠 い親 戚 の ところで
暮 らす ことになった。 その後,独 ソ戦 が始 まってか ら,ス ヴ ェル ドロ フス ク
の遠 い親戚 の もとで生活 した。っ いでア ラバ ーエス クで,初 めの親戚 の も と
で生活 した。 そ して ウクライナ,タ ー リンへ と移 った。
エ レーナ は,18才 になって,両 親 を捜 そ うとした。 カ ・ゲ ・ヴェ本部 を訪
れた。その半 年後,父 が1945年2月11日 に,母 が1945年12月12日 に死 ん
だ と知 らされた。 だが その 日付 は誤 りであ る。
1953年にスター リンが死 に,し ぼ し権力闘争 が続 いた後,ニ キータ ・フル
シチ ョフ第1書 記 の時代 とな る。1957年11月14日,白ロシア(現,ベ ラルー
シ)軍 管 区軍 事法廷 で,ニ ェ フス キー らの無実が認 め られ,名 誉回復 がな さ
れた。イ ソの名誉 回復 は,1958年2月28日 であ った。スター リンの粛清 は,
ほ とん どすべて彼 のねつ造 であ って,無 実の人々 の受難で あった。 そ して,
ニ ェフスキー の 『西 夏文献学』2巻(1960年)な どの業績 に対 し,1962年に
出版科学部 門 のレーニ ン賞が授与 された。す る と,「ネ フスキイ事 件」 として
調 査が始 ま り,「N・ ネ フス キイは1945年春心臓 で,そ の妻 イ ソ ・ネフスカ
ヤ は,晩 秋 に腎臓 で死 んだ」 とい う答 え を,エ レーナ は受 け取 った。 エ レー
ナ は父母 の本 当 の死 因 につ いて噂 として は聞 いていた。だが正 式 に知 ったの
は,ソ 連崩壊 後 の1991年だ った。(51)
エ レーナ(=ネ リ)は,医 者 になろ うとして,モ ス クワ大学 医学部 を受 け
た。 しか し 「人民 の敵 」の娘だ か ら,駄 目だった。 その後,1948年,レ ニ ン
グ ラー ド大学 医学部 に入れ た。「人民 の敵」 について は言 わなか った。彼女 は
ニ カ ラー イ ・ア レク サ ン ドロヴ ィチ ・ニ ェ フス キ ー ヱ9
6年間学 んで,そ こを卒業 し,小 児科 医 となった。 その後,軍 人 ウラジ ミー
ル トフ と結婚 し,マ リーナが生 まれた。だが離婚 し,医 者 と再 婚 した。 その
後別 れた。マ リー ナ は,医 大 の先 生 と結婚 し,娘 が二人 い る(52)。1989年に娘
エ レーナ は 日本 を訪問 し,父 の勤務 していた小樽商大 も訪れ た(53)。積丹,札
幌 に住む叔父 やい とこの歓 待 を受 けた。 しか し彼 らはロシア語 が話せ ず,エ
レーナ は日本語 が話せ ないので,お互 いに,も どか しか った。現在(2000年),
彼女 は,ペ テル ブル グ(旧 レニ ングラー ド)に 住 み,娘 夫婦,孫 三人 と共 に
いる(54)。ソ連 か らロ シア に体制 が激変す る中で,年 金だ けが頼 りの厳 しい生
活 を強い られ た。(55)
ニェ フス キーの著 述で,今 まで 日本 で出版 された もの に,『アイヌ・フ ォー
クロア』(北海 道出版企画 セ ンター),『月 と不死 』(平凡社),『宮古 のフ ォー
クロア』が あ る。ロシア語 で は,ニ ェフスキー につ いて,ソ 連科 学ア カデ ミー
の研究員 グ ロム コー フスカヤ(Gromkovskaya)女史 の二 つの研 究が あ る。
(1)募目,『緑丘』59.9ペー ジ。
(2)エレーナ・ネフスカヤ「私の小 ども時代(その1)」(『カスチ ョール』18号,2000
年10月,(以下,ネ フスカヤと略)。
(3)墓目,『緑丘』59.9ペー ジ。
(4)『定本柳田国男全集』全31巻 筑摩書房,あ り。
(5)折口(1887,明治20年一1953,昭和28年)。代表作 『古代研究』。國學院大学
教授,慶 応大学で も教 える。
(6)中山(1876-1947)。民俗学者。栃木県出身。新聞社などに勤める。退職後,執
筆活動。
(7)募目英三 「小樽高商ロシア語教師 ニコライ ・アンドロビッチ ・ネフスキー氏
(寝婦好)の こと(NikolaiA.Nevski)」『緑丘』52,10-11ページ。ただし,こ
こでアンドロビッチは誤 りだろう。
(8)桧山真一 「知 られざるニコライ・ネフスキイ(一)」(『窓』ナウカ1992年3月
80号)13ペー ジ。
(9)同 「(二)」(同1992年6月81号)31ペ ージ。
⑩ 桧 山真一 「ニ コライ・ネフスキー と橘三千三」(『なろうど』28,1994年3月)
4ページ。 この資料は南里氏か ら提供 を受 けた。
(1D桧山「ネフスキイのもうひ とりの娘を探 して」(『異郷 に生 きる』成文社2001年)
(12)はつ,は,加 藤九柞『天 の蛇』河出書房新社1976年,81ページの写真 にある。
(13)森(1890-1961)。大正 ・昭和の女優。
(14明治45・4・20小樽高商助教授,大 正8・4・27死 亡。
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(15)桧山,8ペ ージ。
⑯ 『緑丘』53,18ペー ジ。
⑰ 『北海道新聞』2001年5月13日朝刊で,「もう1人 娘がいた!」で,ネ フスキー
の娘 ・若子がいたことが,こ のほ ど明 らかになった,と されている。しかし若子
の存在 については,桧 山稿(『なろうど』28)ですでにある。
⑱ 桧 山「ネフスキイのもうひ とりの娘を探 して」(『異郷 に生 きる』成文社2001年)
⑲ これについて,拙 書 『現代世界思想史序説 上』丘書房,で 簡単に書いてある
ので,割 愛する。
⑳ 山下久雄 「解説」(佐々木喜善 『遠野 のザシキワラシとオ シラサマ』宝文館 昭
和63年,所 収)270ページ。
⑳ ネフスカヤ,同 。
働 小樽高商か ら東京商大へゆき,小樽=に戻 り,実業人,同 時に小樽地方史家 とな
る。
㈱ 越崎の稿,『緑丘』59,5ページ。
(24越崎。
㈱ 目黒 「ネフスキー先生 と親交を結ぶ」;越崎の稿(『緑丘五〇年史』);なお,『緑
丘』No。60,61,62,69,72も見 よ。
㈱ 越崎,45-46ペー ジ。
⑳ 現,後 志管 内積丹町入飼。
㈱ 加藤 『天の蛇』河出書房新社1976年,144ページ。
㈲ ネフスカヤ 同。
(3①募 目 「ニ コライ ・ネフスキーの生涯について(2)」『緑丘』60,8ページ。
(30a)この校長たちについては,さ しあた り,小樽商科大学 ・高商史研究会 『小樽
高商 の人々』北海i道大学出版会2002年,を 見 よ。
⑳ 桧 山 「(四)」(『窓』 ナウカ社,1992年12月,83号)50ペー ジ。
(31a)小林多喜二については,さ しあた り,本 学の 『商学討究』 『人文研究』への連
続拙稿 を見 よ。
(32)ソ連科学アカデ ミs-一のグロムコーフスカヤ女史 の指摘。
⑬ 貝塚茂樹 『中国の歴史』中,岩 波書店。
(34『北海道新聞』2000・10・1,日曜版。
㈲ 同。
(36)しか し前述 の慕 目説 と違 う。
⑳ 桧 山,同,48ペ ージ。
㈱ 『北海道新聞』2000.10.1同。
(39)ネフスカヤ,103ペー ジ。
ω 同。
ω 桧 山真一,ネ フスキーと東洋文庫,成 文社ホーム ・ページ。
(42)ネフスカヤ。
(43)ネフスカヤ,103-4ページ。
(44)ネフスカヤ,104ペー ジ。
㈲ ロイ ・メ ドヴェーデフ 『共産主義 とは何か』三一書房。
㈲ ネフスカヤ,106ペー ジ。
㈲ ソ連内務人民委員部,つ まり警察である。正確には,次 のように名称が変化 し
た。反革命・サボタージュ・投機 と闘う非常委員会(チ ェ・カ)→ 国家保安部(ゲ ・
ニ カ ラ ーイ ・ア レ クサ ン ドロ ヴ ィチ ・ニ ェ フス キー 2ヱ
ぺ ・ウ)→ 合同国家保安部(オ ・ゲ・ぺ ・ウ)→ 内務人民委員部(エ ヌ ・カ ・ヴェ・
デ)→ 内務省(エ ム ・ヴェ ・デ)→ 国家保安省(エ ム ・ゲ ・べ)→ 国家保安委員
会(カ ・ゲ ・べ)
(48)加藤九柞 「悲運の東洋学者 の最期」(『朝 日新聞』1992年4月6日夕刊)。
㈲ 同,加 藤論説 にある,エ レーナの書いた 「両親 について」か ら。
㈲1936-38年のゲー ・ペー ・ウー(国 家政治保安部)の 長官。 その行き過ぎで罷
免 され,発 狂,自 殺 したとされ る。
㈲ エレーナ聞きが き,田 中。
(52)この稿 は,加 藤九柞氏講…話(1994年12月13日,小樽=商大)に よって補足 され
たもの。加藤 は,朝 鮮生 まれ,上 智大を卒業 し,平 凡社 に勤務 した。その後,上
智大,国 立民族博物館,創 価大で教 える。作,『北東アジア民俗学研究』恒文社;
『シベ リアの歴史』紀 ノ国屋;訳 『シベ リアにつかれた人々』岩波新書。
㈲ その時,筆 者 も会 った。
(50その他資料,天 理図書館報 「ビブリヤ」(昭和46年6月 号)。岡崎精郎 「ニコラ
イ ・A・ ネフスキーの業績 と生涯か ら」。
㈲ 『北海道新聞』2000年11月27日朝刊。『カスチ ョール』18号。
追記:マ リーナ ・ドツェンコ(エ レーナ・ネフスカヤの娘)「私の子 ども時代」(『カ
スチ ョール』19,2001年12月)が出た。
ニ ェフスキー略年譜
1892年 ヤ ロスラー ヴ リ市 に生 まれ る。
1901年 イ ソ,生 まれ る。
1913年 ニ カ月,日 本 に留 学。
1914年ペテルブルグ大学東洋語学校 を卒業。
第1次 大戦が勃発。
1915(大正4)年 日本 に留学 。
1917年2月,10月 の,ロ シア革命 勃発。
1919年内輪で,前 田光子 と結婚式をあげる。若子,生 まれる。
小樽高商 ロシア語教師 となる。
1920年東北調査旅行。
高商ロシア語劇で,学 生指導。
1921年 イソ と結婚,正 式 には1929年。
小林多喜二が小樽高商へ入学。渡辺龍聖校長が辞任。
1922年小樽高商 を辞任 し,大阪外国語学校へ。
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1928年 ネ リ・=エレーナ,生 まれ る。
1929年 単 身 ソ連 に帰国。
1933年 イ ソ,ネ リ,ソ 連へ行 く。
1937年 逮捕,つ いで,イ ソ も逮 捕。2人 銃殺 され る。
